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今
年
も
、
た
く
さ
ん
の
新
入
園
児

　
　
　
　
　
　

を
迎
え
ま
し
た
。
幼
稚
園
で
は
、

　
　
　
　
　
　

入
園
し
て
き
た
幼
児
が
毎
日
楽
し

　
　
　
　
　
　

く
通
え
る
よ
う
に
と
願
っ
て
い
ま

　
　
　
　
　
　

す
。
し
か
し
、
初
め
て
の
集
団
生

　
　
　
　
　
　

活
で
す
か
ら
、
戸
惑
い
や
不
安
も

　
　
　
　
　
　

出
て
き
ま
す
。
園
で
は
、
こ
れ
ら

　
　
　
　
　
　

の
機
会
を
社
会
生
活
の
第
一
歩
と

　
　
　
　
　
　

考
え
、
幼
児
の
あ
り
の
ま
ま
を
認

　
　
　
　
　
　

め
、
一
人
ひ
と
り
て
い
ね
い
に
向

　
　
　
　
　
　

き
合
っ
て
い
き
ま
す
。 

基
本
的

　
　
　
　
　
　

な
生
活
習
慣
は
、
幼
児
が
「
自
分

　
　
　
　
　
　

で
」
取
り
組
む
意
欲
や
自
立
心
を

　
　
　
　
　
　

育
て
て
い
く
こ
と
、
ま
た
、
お
友

　
　
　
　
　
　

だ
ち
と
か
か
わ
り
な
が
ら
、
遊
び

　
　
　
　
　
　

た
い
思
い
を
満
足
で
き
る
主
体
的

な
活
動
を
展
開
す
る
中
で
身
に
つ
い
て
く
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
多
少
時
間
が
か
か
っ
て
も
幼
児
が
、

自
分
で
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
そ
っ
と
見
守
り

励
ま
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
入
園
当
初
は
、

身
近
な
自
然
に
触
れ
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

を
さ
せ
、
幼
児
の
心
を
揺
さ
ぶ
っ
て
い
き
ま
す
。 

　

遊
び
の
中
に
も
ル
ー
ル
が
あ
り
、「
し
て
善
い

こ
と
悪
い
こ
と
」
が
あ
る
こ
と
に
、
気
づ
か
せ
て

い
き
ま
す
。
遊
び

の
中
で
の
ト
ラ
ブ

ル
は
、
良
い
機
会

だ
と
と
ら
え
て
指

導
し
ま
す
。

　

帰
り
道
「
今
日

ね
…
」
と
、
幼
児

が
弾
む
声
で
話
す

園
で
の
で
き
ご
と

に
耳
を
傾
け
、
手

つ
な
ぎ
通
園
の
良

さ
を
味
わ
っ
て
く

だ
さ
い
。  ５年に１度行われる国勢調査が、今年１０月１日、全国一

斉に実施されます。市では、今回の調査員の仕事に従事し

てくださるかたを、次のとおり広く募集します。

■募集期間　５月20日まで　■募集要件　①市内に居住し、

20歳以上で調査活動ができる健康なかた②調査で知り得た

ことなど、秘密の保持ができるかた③警察、選挙、税務事

務に従事していないかた　■調査員の仕事　調査票の配布

と回収、調査票の点検と提出など　◇報酬　未定(45,000円

程度を予定)　■応募方法　はがきに①住所②氏名③生年

月日④電話番号⑤職業⑥調査経験をご記入の上、下記へ。　

＊結果は、６月初旬に郵便で通知します。

平成17年国勢調査調査員募集

問い合わせ　総務部総務課　 38-2010

　　(〒659-8501　精道町7-6)

 　

市
で
は
、
医
療
費(

保

険
診
療
分
の
み
対
象)

の

一
部
を
助
成
す
る
「
福
祉

医
療
費
助
成
制
度
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
七
月

一
日
よ
り
受
給
対
象
者
・

自
己
負
担
額
・
所
得
制
限

等
が
改
正
さ
れ
、
医
療
区

分
・
扶
養
人
数
に
よ
り
本

人
・
保
護
者
・
扶
養
義
務

者
の
所
得
制
限
が
あ
り

ま
す
。
新
た
に
制
度
の

対
象
に
な
る
か
た
は
、
受

給
者
証
の
交
付
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
に
は
健
康
保
険

証
・
印
鑑
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
申
請
時
に
は
転

入
者
は
平
成
十
七
年
度

所
得
証
明
書
、
④
⑤
の
か

た
は
身
体
障
害
者
手
帳

ま
た
は
療
育
手
帳
、
⑥
の

か
た
は
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
が
必
要
で

す
。

　

現
在
、
福
祉
医
療
費
助

成
制
度
を
受
け
て
い
る

か
た
は
、
申
請
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　　　　　　　　所得制限等(平成16年分所得)　　　　　対象年齢等

  受給者本人の平成17年度市町村民税が非課税であること

  65歳以上の世帯全員が市民税の課税所得金額が145万円未満
  65歳～70歳誕生月の末日まで①老人医療　　　　　

  保護者などの所得制限なし  ０歳児
②乳幼児医療　　　　

  保護者などの所得制限は460万円未満   １歳～小学校就学前まで

  受給者本人および子の養育者の所得制限は192万円未満

  高等学校等に在学中の子(満20歳まで)

  高等専門学校第３学年終了までの子(満20歳まで)

  父子・母子家庭で18歳に達し

  た後の、最初の３月31日まで

  の子と子の父・母等、および

父母と死別した子等　　　　

③母子家庭等医療　　

  受給者本人の所得制限は360万4,000円未満

  配偶者・扶養義務者は628万7,000円未満

  身体障害者手帳１級～３級

  および療育手帳(Ａ・Ｂ１)　
④心身障害者(児)医療

  受給者本人の所得制限は360万4,000円未満

  配偶者・扶養義務者は628万7,000円未満

  老人保健法医療受給のかた

  で身体障害者手帳１級～３級

  および療育手帳（Ａ・Ｂ１）

⑤高齢心身障害者医療

  受給者本人の所得制限は360万4,000円未満

  配偶者・扶養義務者は628万7,000円未満
  精神障害者保健福祉手帳１級⑥重度精神障害者医療

西宮社会保険事務所の年金出張相談 
■内　容　年金請求・資格、年金見込み額(55歳以上)等

■日　時　５月11日(水)午後０時30分～３時30分

■会　場　芦屋市役所北館２階第３会議室

■持ち物　年金手帳(基礎番号通知書または納付書)・

　　　　　印鑑・委任状(代理のかたの場合）

問い合わせ　西宮社会保険事務所　 0798-33-1285

「宅地防災月間」のお知らせ

　県では、梅雨期をひかえた５月を宅地防災月間とし、「宅地の災害防止」について各種事業を実施します。

　市では、５月12日(木)に「防災パトロール」を関係機関と合同で実施し、危険箇所の把握に努めるとともに、

その状況に応じて注意・指導等を行います。また、危険宅地の改善を促進するため「宅地防災相談」を実施しま

すので、宅地の安全性等に疑問をお持ちのかたはご利用ください。

【宅地防災相談】■日時　５月19日(木)午後１時～４時　■会場　市役所北館４階第８会議室

問い合わせ　県阪神南県民局県土整備部建築課　 06-6481-7641

　　　　福祉医療費助成制度が変わります

問い合わせ　保険年金課医療助成担当　 38-2037

７月１日から

市
民
参
画
課
が
市
役
所
北
館
に
移
転

問
い
合
わ
せ　

管
財
・
検
査
課　

　

２
０
１
３

38

　

四
月
十
一
日
（
月
）
か
ら
、
市
民
参
画
課

（

　
◯
２
０
０
７
）
の
執
務
場
所
が
市
役
所

３８

北
館
一
階
（
上
図
）
に
移
転
し
ま
し
た
。
た

だ
し
、
国
際
文
化
担
当
お
よ
び
女
性
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
ラ
・
モ
ー

ル
芦
屋
二
階
で
執
務
し
て
い
ま
す
。

　

南
館
地
下
一
階
（
上
図
）
で
は
、
経
済
課

と
生
活
環
境
部
総
務
課
の
執
務
室
が
入
れ

替
わ
っ
て
い
ま
す
。
ご
不
自
由
を
お
か
け

す
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

国民年金・学生納付特例制度

問い合わせ　保険年金課年金担当　 38-2036

　国民年金制度は､20歳になればすべての人が被保険者と

なり､学生のかたも国民年金に加入して国民年金保険料を

期日までに納付しなければなりません。

　しかし､本人の前年所得が118万円（扶養親族等があれば

その人数に応じた額が加算）以下の場合は､卒業後に国民

年金保険料を納めることができる「学生納付特例制度」が

適用されます。

　制度の改正により、これまで該当しなかった一部の各種

学校についても、４月からは１年以上の課程に在籍する場

合は対象となります。また、国内の海外大学日本分校で、

文部科学大臣が指定した課程（テンプル大学）に在籍して

いるかたも対象となります。

　学生納付特例制度を申請されるかたは､年金手帳・学生

証・印鑑を持参し、上記窓口へお越しください。すでに、

はがきで申請をされているかたは、今回の申請は不要です。

　届出をされ、承認されると納付は不要となりますが、

①学生納付特例期間中に発生したけがや病気により､重度

　の障害になった場合は､障害基礎年金の申請ができます。

②学生納付特例期間は､老齢基礎年金の受給資格要件には

　算入されますが､年金額には反映されない期間となります。

③学生納付特例を承認された月から10年以内に保険料を

　納付すれば、通常に納付された期間と同様の取り扱いと

　なります（追納する場合、免除を受けた年度から２年を

　経過した分は､経過した年数に応じて加算された額）。

※一般のかたには、申請免除・若年者納付猶予制度があり

　ます。ご希望のかたは、上記へお問い合わせください。

阪神間都市計画決定案の縦覧

■縦覧件名　阪神間都市計画（芦屋国際文化住宅都市建設計画）地区計画の決定

　　　　　　①（若宮町地区地区計画）（芦屋市決定）案の縦覧

　　　　　　②（奥池町地区地区計画）（芦屋市決定）案の縦覧

■縦覧期間　５月６日～５月20日（平日の執務時間内）

■縦覧場所　都市計画課（市役所北館３階）

　※この案について、住民および利害関係人は縦覧期間中に芦屋市に意見書を

　　提出することができます。上記の縦覧場所に提出してください。

問い合わせ　都市計画課（まちづくり・開発事業担当）　 38-2109

【本人自己負担】　①老　　　　　人　　　２割または１割

　　　　　　　　　②乳　　幼　　児　　　外来１医療機関１回700円を限度に月２回まで。入院月額2,800円　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊０歳から３歳誕生月までは自己負担なし。

　　　　　　　　　③母　　　　　子　　　外来１医療機関１回500円を限度に月２回まで。入院月額2,000円。　

　　　　　　　　　④心身障害者（児）　　　外来１医療機関１回500円を限度に月２回まで。入院月額2,000円。　

　　　　　　　　　⑤高  齢  障  害  者　　　外来１医療機関１回500円を限度に月２回まで。入院月額2,000円。　

　　　　　　　　　⑥重度精神障害者　　　外来１医療機関１回500円を限度に月２回まで。入院月額2,000円。　

幼稚園ってどんなところ？

問い合わせ　学校教育課　 38-2087

＊上表と併せて

　ご覧ください。


